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巻頭言・CONTENTS

新年あけましておめでとうございます。
今年 6回目の干支を迎えた年男、昭和 51 年経営
卒の三小牛　養（ミツコウジ　オサム）です。
缶ビールを買いにスーパーのレジで「20 歳以上
であれば、タッチパネルのハイを推して下さい」と
言われ、レジのおばちゃんに「僕ね、二十歳をもう
3回半もやってんだけど」と言うと、おばちゃん「わ
たしも 3回よ」と返してくれて、思わず頬が緩みま
した。さて隣の列はスマートレジで商品のバーコー
ドをかざすだけで何でもパス、二十歳の確認もなく
お酒の精算が出来てしまう無法地帯、おまけに小銭
を適当に放り込むだけで、釣銭もキッチリ返してく
れる便利さ、昨今世を上げてのDX化、この先一体
どうなるのと、IT 難民にならないように生活して
いるところです。
ところでチャイナリスクという言葉をよく見聞き
しますが、日本の製造業にとっての真のチャイナリ
スクは、中国から輸入する部品・部材の供給をなく
して製品が完成しない状況になりつつあることで

す。中国のローカルメーカーのなかには、日本と変
わらぬ高品質とデリバリーを有するに至っているの
です。民間レベルの商流を絶やさないことが大切で
す。大学で学んだ原理原則、マネジメントとは、機
能主義とは、社会的責任とは、そうした知識と教養
の片鱗を思い出しつつ仕事をしてきました。運にも
恵まれ企業経営者となってから山城先生から学んだ
「経営はアートだ」という言葉に、自身の思い描く
会社の有り様を経営理念に置き換えることから始め
ました。
昨年 7月梅雨明けの日に進一層館を見学の機会を
得、大倉喜八郎公の「進一層・責任と信用」に気持
ちを新たにし、また行きかう東経大生に心の中で
エールを贈りつつ帰阪の途につきました。
さて私の進一層は 70 歳の手習いで観世流の「謡」
を始めたことです。
年頭にあたり東経大の発展と皆さまのご健勝を心
よりお祈りいたします。
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